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宏

阿
毘
達
磨
仏
教
に
お
い
て
は
、
根
に
関
す
る
諸
門
分
別
は
界
に
関
す

る
諸
門
分
別
と
並
ん
で
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
中
で
も
二
十
二
根

の
異

熟
非
異
熟
門
は
仏
教
に
お
け
る
生
命
論
と
も
称
す
べ
き
考
察
で
あ
り
注

ハ

レ

目

に
値

す

る
。

倶

舎

論

3

(
大
29

・
15
b
)
の
頗

で
世

親

は

「
命

唯

是

異

ナ
リ

熟
」
と
規
定
し
、
二
十
二
根
の
中
で
命
根
の
み
が
異
熟
で
あ
る
と
し
、

(1
)

有
部

の
正
統
説
を
述
べ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
仏
伝

の
上
か
ら
看
過
す

べ
か
ら
ざ
る
論
難
が
な
さ
れ
る
。
そ
れ
が
留
寿
行
論
で
あ
る
。
命
根
が

異
熟
な
ら
阿
羅
漢

の
留
寿
行
は
如
何
に
考
え
る
べ
き
か
と
い
う
問
題
で

あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
衆
生
の
生
命
の
本
体
と
し
て
の
命
根
は
宿
世
の

業
の
果
報
と
し
て
今
世
に
現
行
し
て
い
る
が
、
阿
羅
漢

の
み
は
特
定
の

条
件
下
で
寿
命
を
延
長
し
得
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
点
で
命
根
異
熟
説
と

留
寿
行
論
と
は
矛
盾
す
る
。
留
寿
行
論
は
仏
伝
中
の
成
道
と
浬
榮
伝
説

に
由
来
し
仏
身
論
に
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
更
に
部
派
仏
教
思

想
上
、
有
部
と
経
部
の
思
想
の
相
違
に
も
関
係
し
て
お
り
、

こ
の
点
に

関
し
世
親

の
真
意
は
い
ず
こ
に
存
し
た
か
と
い
う
方
面
か
ら
も
重
要
で

あ
る
。
こ
こ
で
は

仏
教
史
上
こ
の
問
題
が
ど
う
取
扱
わ
れ
て
来
た
か

(
二
)
倶
舎
論
等

の
阿
毘
達
磨
論
書
に
お
け
る
留
寿
行
論
の
概
要
 
(
三
)
世
親

の
真
意
 
(
四
)
留
寿
行
の
思
想
的
背
景
に

つ
い
て
考
察
し
て
見
た
い
。

「命
根

の
定
義
」

留
寿
行
論
の
前
提
と
し
て
命
根
を
考
察
す
れ

ば
、
倶
舎
論
5

(
29
・

26
a
)
で

「命
根
体
即
寿
。
能
持
二媛
及
識

こ

と
し
命
根
の
体
と

し
て

の
寿
が
有
情
の

一
生
の
間
そ
の
媛
識
を
維
持
す

る
事
を
示
し
て
い
る
。

命
根
を
有
部
は
別
法
の
実
有
と
し
経
部
は
同
分

の
勢
分
を
寿
と
し
て
別

に
寿

の
体
を
認
め
ず
仮
有
と
み
る
。

こ
の
命
根

の
仮
実
論
は
命
根
異
熟

非
異
熟
論
に
大
き
な
関
係
を
有
す
る
。

一

「
仏
教
史

上
に
お
け
る
留

寿
行

動
」

留
寿
行
論
は
発
智
論
12

(大
27
・
9
8
1
a
)
で
「
云
何
芯
葛
留
多
寿
行
」

と
あ
る
の
が
最
初
で
あ
り
六
足
論
に
は
見
ら
れ
な
い
。
婆

沙
論
1
2
6
(
大

27
6
5
6
a
)
に多
数

の
学
説
を
列
挙
し
詳
論
す
る
事
よ
り
阿
毘
達
磨

研

究
上
で
重
視
さ
れ
た
事
が
窺
わ
れ
る
。
更
に
こ
れ
ら
の
学
説
中
に
有
部

と
経
部
の
二
系
統
が
存
す
る
事
は
本
問
題
の
決
択
を
必
要
と
し
た
も
の
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と
見
ら
れ
る
。

二
 

留

寿
行
論

の
概

要

と
そ

の
教
証

留
寿
行
が
可
能
と
さ
れ
る
根
拠
を
な
す
教
証
に
婆
沙
論
1
2
6(大
27

65
6a
)
は
次
の
二
を
あ
げ
る
。
「如
二契
経
説

時
薄
伽
梵
留
二多
命
行

捨
二多
寿
行

と

「如
二毘
奈
耶
説

大
生
主
為
レ
首
。
五
百
芯
場
尼

留
ニ多
命
行

一捨
二多
寿
行

で
あ
る
。
前
者
は
仏
の
留
寿
行
、
後
者
は

仏
弟
子
の
留
寿
行
を
示
す
。
阿
毘
達
磨
論
書
を
通
じ
て
留
寿
行
は
阿
羅

漢

の
行
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
が
、
実
は
仏
も
含
め
た
行
で
あ
る
事
が
わ

か
る
。
「
留
寿
行
の
目
的
」
留
寿
行

の
目
的
と
し
て
婆
沙
論
痂
は
他
饒

益
と
仏
法
住
持
の
二
縁
を
挙
げ
る
。
羅
漢

の
生
命
が
絶
え
た
ら
衆
生
と

仏
教
に
重
大
な
損
害
が
予
見
さ
れ
る
時
あ
え
て
生
命
を
延
長
し
そ
の
損

害
を
防
止

し
衆
生
と
仏
教
に
利
益
を
も
た
ら

す

の
が
目
的

で
あ

る
。

「留
寿
行

の
条
件
と
方
法
」
婆
沙
論
や
倶
舎
論
に
引
用
さ
れ
る
発
智
論

12
 (
大
26
・
9
8
1
a
)
に
よ
り
留
寿
行
の
条
件
と
方
法
を
考
察

す
る
。
(光

記

(大
41
.
61
b
)
は
六
勝
と
す
る
が
施
物
勝

を
加

え
七
勝

と
す

る
。)

(
一
)
勝
。
留
寿
行
者
は
無
学

の
聖
者
た
る
阿
羅
漢

に
限
る
。
有
学
者
を

除
く
。
(
二
)
解
脱
勝
。
煩
悩
障
と
定
障
を
離
れ
た
倶
解
脱
の
阿
羅
漢
に
限

る
。
定
障
を
残
す
慧
解
脱
羅
漢
を
除
く
。
(
三
)
修習
勝
。
入
定
自
在
の
不

時
解
脱
の
阿
羅
漢
に
限
る
。
時
解
脱
羅
漢
を
除
く
。
以
上
の
三
勝
は
留

寿
行
者
の
資
格
を
次
第
に
厳
密
に
規
定
し
て
行
く
。
(
四
)
福田勝
。
留
寿

行

の
為
に
行
ず
る
布
施
の
対
象
を
示
す
。
僧
衆
と
別
人
に
限
る
。
劣
田

を
除
く
。

施
物
勝
。

衣
鉢
等
に
限
る
。
余
物
を
除
く
。
生
活
の
資
具

た
る
衣
鉢
等
を
布
施
す
る
施
物
勝
は
留
寿
行
論

の
最

重
要
条
件

で
あ

る
。
衣
鉢
を
僧
衆
に
施
す
理
由
を
婆
沙
論
1
2
6
は
仏
説
と
し
て
施
の
五
事

に
よ
り
寿

・
色

・
力

・
楽

・
弁
の
五
果
を
得
る
と
す
る
。

依
止
勝
。

依
止
す
る
定
を
第
四
禅
定
に
限
る
。
他
の
定
を
除
く
。

こ
こ
に
注
目
す

べ
き
は
依
止
勝

に
関
連
し
て
婆
沙
論

で
は
留
寿
行
を
成
就
す
る
の
は

布
施
力
に
よ
る
か
定
力
に
よ
る
か
が
論
究
さ
れ
施
力
説
、
定
力
説
を
挙

げ
た
後
に
如
是
説
者
は
施
力
定
力
合
体
説

を
唱

え

て

い
る
。

転
業

勝
。
富
異
熟
果
を
転
じ
て
専
異
熟
果
を
感
ず
る
業
に
限
る
。
不
転
業
を

除
く
。
以
上
が
七
勝
で
あ
る
が
(
一
)
(
二
)
(
三
)
は

資
格
(四
)
(
五
)
は

条
件
丙
(
六
)
は
方
法
で

あ
り
以
上
が
完
備
し
て
留
寿
行
は
可
能
と
な
る
。
「留
寿
行

の
可
能
性

の
根
拠
」

で
は
留
寿
行
の
可
能
性
は
何
を
根
拠

と
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

そ
の
可
能
性
、
即
ち
富
異
熟
果
を
寿
異
熟
果
に
転
ず
る
可
能
性
の
根
拠

と
し
て
婆
沙
論
痂
は
四
説
あ
げ
る
。

一
、
果
体

は
不
転
で
も
業
力
は
転

ず
。
二
、
災
障
業
の
災
障
を
滅
す
。
三
、
不
決
定
業
を
与
果
せ
し
む
。

四
、
宿
世

の
残
寿
の
異
熟
を
引
取
せ
し
む
。
以

上
は
い
ず
れ
も
布
施
と

第
四
禅
定
力
を
留
寿
行
の
原
動
力
と
す
る
。
特

に
注
目
す
べ
き
は
衣
鉢

の
布
施
で
あ
る
。
僧
衆
等
に
対
す
る
衣
鉢
の
布
施
が
定
力
と
共
に
二
大

要
件
と
な
る
事
は
後
述

の
如
く
妙
音
説
や
有
説

(経
部
)
が
定
力

の
み

を
留
寿
行
の
要
件
と
す
る
の
と
明
白
に
相
違
す

る
。

こ
れ
は
衣
鉢
の
持

つ
神
秘
的
な
力
を
想
定
し
た
上
で
の
衣
鉢

へ
の
崇
拝

で
あ
る
。
他
部
派

留
寿
行
論
考

(
小

川
)
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留
寿
行
論
考

(小

川
)

と
異
な
り
有
部

の
歴
史
の
上
で
衣
鉢
に
対
す
る
信
仰
が
成
立
し
て
い
た

も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
「他
派
の
説
」
以
上
は
有
部
を
中
心
と
し
た
学

説

で
あ
る
が
、

こ
れ
に
対
し
、
妙
音
と
有
説

(光
記
(大
41
・
62
c
)
は
経

部
と
す
る
。)
は
別
の
解
釈
で
あ
る
。
婆
沙
論
%
で
妙
音
は

「彼
阿
羅
漢

由
鱒起
二
辺
際
第
四
定
カ
一引
二
色
界
大
種

一令
二身
中
現
前
一而
彼
大
種
有
二

順
寿
行
一有
二
違
寿
行

一由
二此
因
縁
一或
留
或
捨
。
」
と
し
第
四
定
力
に
よ

り
色
界
大
種
を
身
中
に
現
前
し
留
寿
行
を
な
す
。
次
に
経
部
と
さ
れ
る

有
説
は

「
彼
阿
羅
漢
由
二此
自
在
三
摩
地
力

転

去
曾
有
宿
業
所
生
諸

根
大
種
住
時
勢
分
幅引
訓
取
未
曾
定
カ
所
起
諸
根
大
種

住
時
勢

分

と

し
諸
根
と
大
種
と
の
勢
分
を
引
取
す
る
説
で
あ
る
。

こ
れ
は
経
部
の
命

根
を
仮
有
と
し
同
分

の
勢
分
を
寿
と
な
す
説
に
依
拠
し
て
い
る
。
婆
沙

論
の
評
家
は

「命
根
別
有
」
と
し
て
有
説
を
否
定
す
る
。
以
上

の
妙
音

と
有
説
は
倶
舎
論
3
に
採
用
さ
れ
て
お
り
重
要
な
視
点
を
提
供
し
て
い

る
。
両
説

は
共
に
定
力
に
よ
る
留
寿
行
を
主
張
し
衣
鉢
の
布
施
力
を
併

せ
説
く
有
部
と
相
違
す
る
点
は
前
述
し
た
が
、
阿
含
経
に
四
神
足
に
よ

り
仏
は

一
劫
余
住
し
得
る
と
な
す
の
と
共
通
し
て
お
り
、

よ
り
古

い
形

と
も
思
え

る
。
有
部
は
、
留
寿
行
の
命
根
を
業

所
感
の
異
熟
の
命
根

と
す
る
。
妙
音
と
有
説
は
定
力
に
よ
る
留
寿
行
の
命
根
は
非
異
熟
と
考

え
て
等
流

の
命
根
と
考
え
る
。

三

「
世
親

の
真
意
」

世
親
は
留
寿
行
に
よ
る
命
根
異
熟
非
異
熟
論
を
如
何
に
考
え
て
い
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
世
親
は
倶
舎
論
に
お
い
て
婆
沙
論
中

の
定
力
に
よ
る

留
寿
行
を
主
張
す
る
有
説
を
引
用
し
応
如
是
説

の
の
言
を
附
し
て
こ
の

説
に
讃
同
し
て
い
る
。
光
記
は
単
に
経
部
説

の
引
用
と
し
周
海

の
倶
舎

論
決
択
砂
六
も
こ
れ
を
支
持
す
る
。
宝
疏

(大
41
5
1
9
)
は
世
親

の
自

説
を
示
す
と
し
快
道
の
倶
舎
論
法
義
三

(仏
全
90

・
1
4
9
a
)
も
同
様

で
あ

る
。
私
は
世
親
が
婆
沙
論

の
妙
音
説
に
続
け
て
こ
の
説
を
引
用
し
た
こ

と
は
経
部
説
を
支
持
し
て
自
己
の
立
場
を
明
白

に
し
、
更
に

「此
命
根

非
是
異
熟
所
余

一
切
皆
是
異
熟
。
」
と
し
命
根

一
般
は
異
熟
で
あ
る
が
、

特
殊
な
る
例
と
し
て
の
留
寿
行
命
は
非
異
熟
と
す
る
折
喪
説
を
世
親
は

取

っ
た
も
の
と
見
る
。

四

「
留
寿
行

の
思
想
的
背
景
」

留
寿
行
が
主
張
さ
れ
る
背
景
に
は
次
の
如

き
原
因
が
考
え
ら
れ
る
。

仏
伝
の
中
に
お
け
る
仏
陀
寿
命
年
数
に
関
す
る
考
察
で
あ
る
。
婆
沙
論

搦
に
は
三
分
家
と
五
分
家
を
あ
げ
る
が
、
五
分
家
に
ょ
れ
ば
仏
は
百
歳

ま
で
の
生
存
可
能
性
を
八
十
歳

で
捨
寿
行
し
て
無
常
を
示
し
、
三
ケ
月

を
留
寿
行
し
て
弟
子
の
教
化
に
尽
し
て
死
か
ら

の
自
在
性
を
示
し
た
と

見
る
。
こ
の
考
察
は
四
魔
の
降
伏
と
い
う
仏
伝
解
釈
に
よ
り
深
め
ら
れ

る
。
「四
魔
に
つ
い
て
」
仏
陀
が
菩
提
樹
下
で
悪
魔
を
降
伏

し
た
後
、

成
道
し
た
と
い
う
伝
説
は
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
等

の
古

い
資
料
に
出

る
が

(
2
)

悪
魔
を
種

々
に
分
類
す
る
事
は
な
か

っ
た
と
さ
れ
る
。
後
代
の
仏
教
で

は
悪
魔
を
四
魔
に
分
け
詳
論
す
る
。
そ
の
文
献

は
智
度
論
5
(
大
25
.
99
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b
)
喩
伽
論
29

(大
30
4
7
7
c
)
仏地
経
論
1

(大
26
・

b
)
が
あ
り
、

い
ず
れ
も
大
乗
の
論
書
で
あ
る
。
し
か
し
婆
沙
論
%
に
よ
れ
ば
四
魔
説

は
内
容
的

に
完
成
さ
れ
て
お
り
教
理
的
考
察
も
充
分
な
さ
れ
て
い
る
。

即
ち

「謂
証
二無
上
妙
提

一時
己
伏
ニ
二
魔

謂
天
煩
悩
。
今
将
レ証
入
浬

藥
界
一時
又
伏
三
一魔

謂
纏
及
死
。
伏
二纏
魔

一故
捨
二多
寿
行

伏
二
死

魔
一故
留

多
命
行

」
と
し
仏
陀
は
成
道
時
に
四
魔
中

の
煩
悩
魔

と
天

魔
を
伏
し
入
滅
前
に
纏
魔
と
死
魔
を
伏
し
た
と
す
る
。
こ
れ
は
倶
舎
論

称
友
疏
に
お
い
て

「毘
婆
沙
師
に
よ
れ
ば
、
四
魔
と
は
天
子
魔

・
煩
悩

魔

・
緬
魔

・
死
魔

で
あ
る
。
そ
の
中

で
第

一
夜
に
お
い
て
天
子
魔
を
服

し
た
。
第

二
夜
に
お
い
て
天
眼
に
よ
り
世
間
を
観
じ
、
第
三
夜
に
お
い

て
煩
悩
魔
を
服
し
た
。

し
か
し
バ
イ
シ
ャ
ル
ヤ
に
お
い
て
三
月
を
保
持

し
て
寿
行
を
捨
し
た
。
慈
魔
を
服
す
た
め
諸
葱
を
捨
し
た
。
そ
れ
ら
を

捨
し
た
時

に
死
す
。
だ
か
ら
死
魔
を
服
す
た
め
(命
行
を
)
保
持
す
る
の

(3
)

で
あ
る
。」

と
あ
る
文
に
相
当
す
る
。
以
上
の
如
く
阿
毘
達
磨
論
書

に

お
い
て
は
、
四
魔
を
二
種
に
分
け
て
成
道
と
浬
繋
の
二
度
に
わ
た
り
伏

し
た
と
す
る
。
し
か
し
大
乗
の
論
書
で
は
仏
地
経
論
に
見
ら
れ
る
如
く

一
度
に
四
魔
を
伏
す
る
と
な
す
点
が
相
違
し
て
い
る
。

こ
の
様
な
阿
毘

達
磨
論
書

の
四
魔
観

の
淵
源
は
や
は
り
初
期
仏
教
の
仏
伝
の
中
に
存
在

す
る
と
思
わ
れ
る
。
長
阿
含
経
2
の
遊
行
経

(大
1
・
15
b
)
に
は
四
神

足
を
修
せ
ば
仏
は

一
劫
余
の
長
寿
が
可
能
と
告
げ
る
が
阿
難
は
魔
に
心

を
蔽
わ
れ
黙
然
た
る
の
み
で
あ

っ
た
と
さ
れ
る
。
更
に
魔
は
仏
に
入
滅

を
勧
め
る
が
仏
は
勧
誘
を
拒
絶
レ
命
を
捨
し
三
月
の
寿
を
留
め
た
と
い

う
。
同
様

の
伝
説
は
仏
本
行
経
魔
勧
捨
寿
品
や
南
伝
の
大
般
浬
架
経
に

も
見
ら
れ
る
。

こ
の
伝
説

の
核
は

四
神
足
に
よ
る
仏
の

一
劫
余
の
生

存
の
可
能
性

仏
浬
盤
前

の
悪
魔
に
よ
る
入
滅

の
勧
誘
と
仏
の
拒
絶
で

あ
る
。
こ
の
神
足
即
ち
定
力
に
よ
る
生
存
と
生
命

へ
の
執
着
に
対
す
る

断
絶
が
仏
成
道
時
の
悪
魔

の
降
服
伝
説
が
整
理
さ
れ
て
四
魔
と
な

っ
た

も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
四
魔
を

一
諸
に
扱
う
か
ら
大
乗
論
書
に
対
し
、

阿
毘
達
魔
論
書
で
は
二
種
の
伝
説
の
相
違
の
記
憶

が
鮮
明
だ

っ
た
た
め

仏
浬
契
時
の
伝
説
よ
り
留
寿
行
論
が
起

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

結

論

(
一
)
留寿
行
論
は
仏
伝
よ
り
起

っ
た
仏
陀

の
永
遠
性
を
論
じ
た
仏
身

論
の

一
部
と
し
て
発
達
し
阿
毘
達
磨
論
書
で
は
阿
羅
漢
論
や
生
命
論
と

し
て
独
自

の
発
展
を
遂
げ
た
。
特
に
衣
鉢

の
布
施

を
要
件
と
す
る
有
部

の
主
張
は
衣
鉢
信
仰
の

一
例
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

(
二
)
 
世
親

の
留
寿
行
論
に
対
す
る
真
意
は
命
根
異
熟
説
留
寿
行
命
非

異
熟
説
で
有
部
経
部
折
衷
説
で
あ
る
。

(
三
)
 
仏成道
と
浬
繋
時
の
悪
魔
降
伏
伝
説
は
四
魔
説
と
な
り
留
寿
行

論
の
思
想
的
背
景
を
な
し
て
い
る
。

1
 
経
部
は
命
根
の
異
熟
を
認
め
な
い
。
南
方
上
座
部
で
は
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ン
ガ

に
よ
れ
ば
異
熟
非
異
熟
に
通
ず
。

2
 
註
中
村
元
選
集
11

「
ゴ
ー
タ
マ
ブ
ッ
ダ
」
1
3
3
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